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経
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究

(第

幸良

桃

野

作

-次

良s

一
、
問
題
の
提
起

二
、
導
入
展
開
通
程
に
於
け
る
特
殊
性
と
問
題

三
、
甜
菜
栽
培
立
地
の
経
済
的
考
察

一
、
問
題

の

提

起

最
近
一

0
ヶ
年
(
一
九
四

o
t
一
九
五

O
〉
の
甜
菜
及
甜
菜
糖
業
上
に
於
け
る
特
徴
的
な
傾
向
を
要
約
す
る
と
、
第
一
図
及
び
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

ず
な
は
ち

第
一

作
付
面
積
、
耕
作
人
員
の
増
大
、
就
中
耕
作
人
員
に
お
い
て
目
醒
ま
し
き
増
加
が
あ
っ
た
。

第

第
一
に
対
し
一
戸
当
り
甜
菜
耕
作
規
模
、
反
当
収
量
は
戦
前
の
四
四
%
及
び
三
八
%
と
逆
に
激
減
し
た
。

こ
の
如
き
生
産
力
の
低
下
に
加
へ
、
原
料
根
の
含
糖
率
も
低
下
し
、
反
当
産
糖
量
は
戦
前
の
三
五
・
七
%
に
後
退
し
た
。

原
料
生
産
に
於
け
る
貧
困
化
は
、
そ
の
加
工
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
著
し
〈
、
昭
和
二
三
年
の
ご
と
き
は
工
場
操
業
度
一
八
・
四
%
、
糖
価
中

に
於
け
る
原
料
費
の
占
め
る
割
合
は
戦
前
の
六

0
・
二
%
か
ら
二
五
・
九
%
と
低
下
し
製
糖
工
業
の
存
立
が
危
ぶ
ま
れ
た
。

会
出
1JV

嘗
っ
て
荒
叉
博
士
は
労
作
門
北
海
道
農
業
に
於
け
る
甜
菜
問
題
」
の
冒
頭
に
お
い
て
、
「
北
海
道
農
業
の
な
か
に
お
け
る
甜
菜
の
有
す
る
意
義
は
、
い
う
と
こ

ろ
の
糖
分
の
補
給
と
か
、
或
は
叉
そ
の
附
随
的
産
物
へ
の
要
求
で
は
な
い
。

第第
四

九



第

表

甜菜耕作の趨勢

13 !ti 1; 

に
も
拘
ら
ず
叙
上
の
ご
と
き
顕
著
な
殉
落
の
道
ち
辿
っ
た
主

要
な
経
済
的
根
拠
は
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
σ

r 

211 

O 

げ
に
北
海
道
の
甜
菜
糖
業
色
甜
菜
栽

培
は
、
北
海
道
農
業
の
過
去
の
歩
み
に

密
接
に
聯
関
し
、
そ
の
今
日
の
発
展
の

内
的
機
能
因
子
の
一
づ
と
な
っ
て
居
る

の
で
あ
り
、
共
れ
自
体
波
澗
苦
闘
の
過

程
を
辿
っ
て
来
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ

会
位
。
心

っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
o
事
実
北

海
道
に
於
け
る
甜
菜
は
、
そ
れ
が
単
に

耕
作
・
加
工
の
過
程
を
現
出
し
て
い
た

と
言
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
を
推

進
寸
る
た
め
に
官
府
の
積
極
的
な
補
護

政
策
が
行
は
れ
て
来
た
、
第
二
表
は
そ
れ

j~i桶繍

ら
の
点
に
対
す
る
具
体
的
な
裏
付
け
で
あ
る
o
す
な
は
ち
、
北

海
道
産
業
費
の
平
均
一
二

O
%内
外
が
甜
菜
に
投
下
さ
れ
て
来
た

事
実
の
中
に
も
、
北
海
道
農
業
上
そ
れ
が
如
何
に
緊
密
な
も
の

で
あ
り
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

" '4 

第一個

手町-f.λ
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氏正E

本
稿
は
そ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
若
干
の
序
論
的
考
察
を
な
そ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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5，535，332 

9，511，205 

我
が
国
に
於
け
る
近
代
的
生
産
様
式
の
、
北
海
道
地
域
へ
の
地
位
透
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
明
治
維
新
に
遡
る
で
あ
ろ
う
o

而
し
て
そ
の
具
体
的
担
い
手
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
、
第
一
に
秩
旅
公
債
を
持
っ
た
士
族
の
移
住
で
あ
り
、
第
二
は
欧
米
よ
り
輸
入
し
た
各
種
の
近

代
的
産
楽
で
あ
る
。
前
者
が
北
海
道
に
於
け
る
日
本
資
本
主
義
編
入
の
前
提
課
題
で
占
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
後
者
は
資
本
主
義
発
展
の
本
質
的
内
部
要
因
で
あ
る

と
一
言
へ
ょ
う
o
わ
た
く
し
が
こ
こ
で
取
扱
う
甜
菜
及
甜
菜
糖
業
は
後
者
の
範
時
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
導
入
展
開
が
如
何
な
る
形
態
を
辿
っ
た
に
も
せ
よ
、

明
治
以
降
の
日
本
資
本
主
義
発
展
に
と
っ
て
、
一
つ
の
積
梓
と
し
て
役
立
っ
た
と
同
時
に
、
そ
れ
は
叉
北
海
道
開
発
過
程
に
お
い
て
、
北
海
道
地
核
に
展
開
さ
れ
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14 

27.3 

24.3 

3，175，159 r 

3，386，074 

2，993，520 

2，992，742 

4，422，826 

4，681，140 

3，386，074 

3，386，074 

2，847，422 

2，972，742 

3，718，242 
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第こ表

年

昭和

二
、
導
λ
展
開
過
程
に
於
け
る
特
殊
性
と
問
題

た
資
本
主
義
発
展
の
典
型
的
な
縮
図
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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導
入
展
開
過
程
に
お
け
る
史
的
考
察
、
を
概
説
す
る
に
あ
た
り
、
部
州
業
h
q
明
治
時
代
と
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
の
二
つ
に
分
け
て
考
察
す
る
。
前
者
は
明
治
一
一
一
一

年
か
ら
明
治
一
一
↑
四
年
に
到
る
二
二
年
間
で
あ
り
、
後
者
は
大
正
八
年
以
降
現
今
に
及
び
、
旦
叉
将
来
の
北
海
道
一
農
業
の
発
展
と
共
に
多
〈
の
関
係
を
持
つ
で
あ

ろ
う
O
J

而
し
て
前
期
に
於
け
る
成
立
と
展
開
の
特
殊
性
は
、
後
期
の
そ
れ
が
偶
々
北
海
道
農
業
経
営
の
行
詰
り
打
開
の
一
策
と
し
て
、
糖
業
資
本
の
活
動
は
寧
ろ

時
代
俊
一
策
的
で
あ
り
た
る
に
対
L
、
幕
末
開
港
に
よ
っ
て
急
速
に
体
制
を
整
え
よ
う
と
強
力
に
展
開
さ
れ
た
後
進
の
日
本
資
本
主
義
の
典
型
的
な
一
コ
マ
た
る
こ

と
で
あ
る
。

前
期
二

O
余
年
に
一
旦
る
斯
業
は
官
営
紋
鐙
製
糖
所
の
設
置
(
明
治
一
一
ニ
年
)
同
工
場
の
民
間
払
下
げ
、
紋
肱
国
製
糖
株
式
会
社
と
す
ハ
明
治
一
九
年
)
、
札
幌
製
糖

株
式
会
社
創
立
(
明
治
一
九
年
可
明
治
三
四
年
解
散
の
歴
史
は
疋
に
波
繍
に
充
ち
た
歴
史
で
あ
る
、
新
式
機
械
.
新
式
技
術
の
導
入
と
、
官
府
の
手
厚
い
保
護
が

与
へ
ら
れ
た
る
も
遂
に
独
立
採
算
を
見
る
に
到
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
明
治
時
代
に
於
け
る
甜
菜
及
び
甜
菜
製
糖
関
係
に
於
け
る
諸
統
計
を
掲
げ
る
と
次
の

諸
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第

三

表

後
期
の
復
興
を
導
い
た
も
の
は
、

年
明

治

一

官

立

「
一
方
北
海
道
開
発
農
業
の
進
捗
の
裏
付
け
と
し
て
、
今
や
漸
く
あ
ら
は
と
な
っ
た
其
の
掠
議
粗
放
性
に
よ
る
不
健
全
的
展
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2
、
経

収

年

次

・

一

明
治
一
一
三

二

四

二

五

一
一
六

二

七

二

八 蛍

支

四

2 

出

一

補

給

利

子

額

一

備

考

円

一

円

?

一

一

o
、
=
一
八
四
北
海
道
庁
統
計
書
よ
り

二
二
一
九
(
)
一
七
、
二
四
八
石
狩
国
全
体
の
当
該
年
度
に
よ
る
も
の
で
、
会
社
購
入
の
数
字
は
下
廻
る
も

の
と
忠
は
れ
る
。

ニ均一、芦}一

E
6
、芸且一

会
社
へ
の
補
給
利
子
は
、
上
記
統
計
に
遡
っ
て
二
一
年
度
に
八
二

O
円
、
二

二
年
度
に
九
、
一

O
四
円
が
あ
り
、
二
八
年
の
収
支
は
上
半
期
の
み
に
し
て

下
半
期
に
は
三
五
、

0
0
0円
の
損
失
と
な
っ
て
い
る
。

(
北
海
道
毎
日
新
開
閉
治
二
八
年
占
月
)

関
、
之
に
基
〈
地
力
疲
弊
を
主
た
る
内
容
と
ナ
る
と
こ
ろ
の
芙
の
爾
後
の
発
展
の
一
種
行
き
詰
り
で
あ
り
、
他
方
明
治
四
一
二
年
以
降
十
勝
・
北
見
地
方
に
中
心
を

お
レ
て
行
は
れ
て
来
て
い
た
農
事
試
験
場
の
甜
菜
栽
培
試
験
の
成
績
と
、
甜
菜
栽
壊
の
有
つ
農
業
経
営
合
理
化
へ
の
触
媒
的
機
能
特
に
地
力
増
進
へ
の
効
益
の
官

府
に
よ
る
実
験
的
認
識
で
あ
っ
て
、
甜
菜
栽
培
を
績
梓
と
す
る
北
海
道
農
業
建
て
直
し
の
必
要
と
可
能
が
農
業
指
導
者
の
中
に
考
へ
ら
れ
て
来
つ
L
あ
っ
た
際
に

時
宛
か
も
第
一
次
世
界
大
戦
に
基
く
砂
糖
飢
健
、
糖
価
の
暴
騰
を
契
機
と
し
て
現
れ
た
糖
業
資
本
の
北
海
道
甜
菜
へ
の
注
目
活
動
を
動
因
と
し
て
勃
興
し
た
の
で

註
門
3
V

ゐ
る
」
。
こ
の
点
に
関
し
て
少
し
く
立
入
っ
て
考
察
を
じ
て
み
よ
う
o

北
海
道
庁
は
甜
菜
栽
培
及
び
糖
業
復
興
の
意
義
を
説
〈
に
、
ま
ず
北
海
道
農
業
一
般
の
状
況
に
勺
い
て
次
の
よ
う
に
-
記
し
て
い
る
。

「
本
道
農
業
は
本
邦
内
地
に
於
仲
り
る
と
同
様
に
、
農
家
経
済
の
窮
迫
を
告
ぐ
る
こ
と
事
実
な
り
と
ナ
。
而
し
て
事
法
に
及
び
た
る
原
因
種
々
あ
り
と
瞭
も
、
そ

の
重
な
る
も
の
は
農
場
主
自
作
農
地
の
経
営
に
当
ら
ず
本
邦
内
地
よ
り
労
資
薄
弱
な
る
者
を
蒐
め
て
之
に
土
地
を
分
割
し
、
穫
に
開
墾
に
要
ナ
る
待
遇
条
件
を
以

て
移
住
小
作
を
行
い
、
農
業
の
経
営
的
施
設
企
画
に
及
ぶ
こ
と
な
〈
、
唯
土
地
獲
得
の
た
め
の
外
何
等
顧
慮
す
る
こ
と
な
か
り
し
は
、
本
道
農
業
の
不
振
の
一
因

と
な
ず
と
も
、
過
言
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
況
や
本
邦
内
地
に
於
け
る
農
業
の
経
験
の
外
何
等
智
識
な
き
移
住
者
は
木
道
開
拓
処
女
地
の
他
産
力
の
豊
充
な
る
ま
ま
に

委
し
、
資
力
の
乏
し
き
は
単
に
自
家
労
力
の
及
び
得
る
丈
粗
放
耕
作
を
事
と
し
て
地
力
の
還
元
維
持
蛙
耕
種
肥
培
の
改
良
に
一
一
闘
を
払
う
の
限
な
か
り
し
と
、
文

運
の
推
移
に
伴
う
思
潮
の
愛
遼
は
生
活
程
一
度
に
急
激
の
愛
化
を
来
し
、
特
一
に
欧
州
大
戦
当
時
に
あ
り
て
は
農
産
物
の
好
況
に
随
い
一
一
層
高
槻
に
達
し
、
生
活
費
の

収
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向
上
は
更
に
耕
作
反
別
を
拡
張
し
て
、
倍
々
粗
放
経
営
の
絶
頂
に
達
し
巨
利
を
占
め
ん
と
す
る
授
機
的
収
入
の
大
を
図
ら
ざ
る
べ
か
白
ず
の
状
態
を
余
議
な
か
ら

し
め
た
。
し
か
る
に
戦
後
の
不
況
は
直
に
農
業
収
支
相
償
は
ず
、
農
家
の
生
計
を
脅
威
し
て
困
憶
に
陥
ら
し
む
る
に
至
れ
り
、
之
が
た
め
に
農
地
を
棄
て
L
他
に

殺
を
求
め
或
は
労
働
者
と
な
っ
て
樺
太
に
転
住
す
る
も
の
相
騒
い
で
生
じ
、
自
作
農
者
ば
小
作
農
に
転
帰
す
る
も
の
も
随
の
て
多
き
を
加
へ
る
に
至
ぽ
付
」
。

生
産
力
の
低
下
に
関
し
て
は
、

「
本
道
農
業
地
生
産
力
の
滅
退
は
永
年
の
粗
放
的
経
営
に
よ
り
、
更
に
自
家
食
糧
以
外
は
市
場
好
況
の
作
物
を
逐
っ
て
年
々
耕
作
を
事
と
す
る
た
め
、
輪
作
等

を
行
っ
て
地
力
の
均
衡
と
経
済
と
を
顧
み
ら
ざ
る
は
勿
論
、
自
給
肥
料
の
施
周
に
到
り
て
は
暁
天
の
星
の
如
く
、
之
を
施
用
す
る
も
の
極
め
て
砂
き
状
態
な
り
、

《註
5

一
v

此
等
は
穀
寂
農
業
の
弊
に
陥
り
た
る
、
手
な
原
因
な
ら
ん
」
と
第
六
表
を
掲
げ
て
い
る
。

第
六
表
重
要
農
作
物
反
当
収
穫
高
愛
遷
表

一
大
変
一
燕
安
一

引

材
i
J
1
1
」

一
一
・
品
会

i
一

一
一
・
一
芸
〈
一
一
一
-
一
八
一

一
一
・
0
九
四
一
一
・
雰
謹
一

年

次

明

治

一

九

年

明
治
思
年

t
四
四
年
平
均

大
豆
七
年
ご
一
年
平
均

宅言受

了 771量
三三 宝主 F、-在
九九五 i常

O ‘0 0 大

量皇室|豆

黍

自

小

作

農

家

率

の

変

遷

戸
川
阿
国
土
白
川
作

一一一一一一一一一一一一一

第

七

am

年大

正

農
家
経
済
が
窮
迫
し
、
生
産
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
し

て
第
七
表
を
掲
げ
て
い
る
。

一
方
第
一
次
欧
州
大
戦
の
た
め
に
生
じ
た
農
産
物
需
給
の
均
衡
破

壊
中
、
そ
の
影
響
の
最
も
強
か
っ
た
の
が
砂
糖
で
あ
る
。
す
な
は
も

独
逸
、
塊
太
利
、
露
西
亜
の
甜
菜
供
給
閉
塞
と
、
仏
騎
西
、
白
耳
義

に
於
け
る
糖
業
地
荒
廃
(
戦
災
の
た
め
に
甜
菜
糖
業
は
そ
の
生
産
の
.

三
分
の
こ
を
失
っ
た
)
に
依
る
直
接
的
原
因
に
基
く
絶
対
量
の
不
足

と
、
他
方
運
送
上
の
障
碍
に
基
〈
在
貨
の
停
滞
等
に
よ
る
供
給
不
円

滑
は
全
世
界
を
通
じ
て
三

O
O余
万
噸
の
不
足
を
現
出
し
た
。
こ
れ

が
た
め
、
各
国
政
府
は
砂
糖
の
管
理
叉
は
専
売
法
を
実
施
し
て
消
費

の
節
約
を
図
る
£
共
に
、
海
外
属
領
槌
民
地
に
向
っ
て
産
糖
の
奨
励

を
な
し
、
も
っ
て
砂
糖
飢
鐘
の
脅
威
よ
り
免
れ
ん
と
し
た
の
で
、
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
玖
潟
は
戦
前
の
二
倍
に
、
英
領
印
度
は
一
・
五
倍
、
そ
の
他
に
お
い
て
も
漸

増
の
趨
勢
を
見
せ
た
の
で
あ
る
o
こ
れ
ら
需
給
の
不
均
衡
に
も
と
ず
く
糖
価
の
暴
騰
は
我
国
に
於
い
て
も
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

一五
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年大
正

甜
菜
の
特
殊
性
が
存
す
る
。

一
六

ず
な
は
ち
従
来
の
日
本
に
於
け
る
産
糖
は
ま
だ
園
内
需
給
を
賄
い
得
ず
、
加
う
る

に
逐
年
園
内
製
菓
業
の
発
達
、
国
民
生
活
の
欧
化
に
伴
う
需
要
増
は
、
益
h

不
足

を
激
化
し
た
。
園
内
に
於
け
る
砂
糖
需
給
均
衡
の
破
壊
は
糖
価
に
大
き
く
影
響
し

大
正
三
年
一
九
円
二

O
銭
の
最
低
か
ら
大
正
八
年
の
六
四
円
と
実
に
二
二
七
%
の

暴
騰
を
示
し
た
の
で
あ
る
0

(

第
八
表
参
照
)
か
L
る
状
態
の
下
に
国
内
糖
業
資
本

が
北
海
道
の
甜
菜
に
活
目
し
た
の
は
蓋
し
当
然
と
言
は
ね
ば
な
る
ま
け
ov

か
〈
て
後
期
甜
菜
栽
培
及
び
甜
菜
糖
業
の
復
興
は
農
業
展
開
の
内
部
的
要
求
と

国
民
経
済
乃
至
糖
業
資
本
よ
り
す
る
外
部
的
要
請
に
刺
品
制
さ
れ
て
広
く
北
海
道
農

業
の
中
に
穆
透
し
て
行
く
こ
と
k

な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
し
て

(註
7
〉

「
甜
菜
糖
業
は
北
海
道
畑
作
農
業
に
革
新
的
使
命
を
有
す
る
も
の
」
と
止
接
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
北
海
道
農
業
へ
の
穆
透
は
決
し
て
易
々
た
る
も
の

で
な
か
っ
た
。

以
上
北
海
道
の
甜
菜
栽
培
及
び
甜
菜
糖
業
の
導
入
と
展
開
過
程
に
於
け
る
若
干

の
考
察
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
導
入
展
開
の
主
体
が
糖
菜
、
資
本
と
官
府

に
よ
っ
て
行
は
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
利
に
敏
な
る
資
本
活
動
と
し
て
の
甜

葉
糖
莱
が
、
未
発
達
の
段
階
に
あ
る
北
海
道
農
業
を
場
と
し
た
と
こ
ろ
に
北
海
道

説
述
す
る
ま
で
も
な
く
、
甜
菜
糖
業
は
原
料
生
産
の
場
た
る
農
業
を
も
っ
て
そ
の
基
礎
と
す
る
が
故
に
、
そ
の
根
本
問
題
で
あ
る
甜
菜
作
立
地
よ
の
問
題
を
究

明
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
甜
菜
陥
開
業
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
農
業
部
門
と
ヱ
業
部
門
の
均
衡
な
発
展
は
伺
り
製
糖
工
業
に
於
け
る

殊
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
般
に
農
産
工
業
存
立
の
第
一
，
条
件
な
の
で
あ
る
。



以
下
わ
た
く
し
は
こ
の
基
盤
に
立
脚
し
て
甜
菜
糖
菜
の
発
展
過
程
に
残
し
た
本
質
的
問
題
を
顧
み
る
こ
と
L

す
る
0

1

前
期
甜
菜
糖
楽
に
於
け
る
失
敗

従
来
の
文
献
及
び
官
庁
統
計
に
よ
る
と

製
精
機
械
据
え
付
け
の
粗
洩
及
び
製
糖
技
術
の
拙
劣
一

2 

甜
菜
栽
培
技
術
の
低
劣

4 

原
粉
搬
出
上
の
依
陥

原
料
の
不
足

3 5 

工
場
運
嘗
特
に
経
蛍
上
の
飲
陥

そ
の
他
銀
行
破
綻
に
よ
る
金
融
界
の
混
乱
、
副
産
物
処
理
上
の
欠
如
な
ど
、
原
因
と
推
察
さ
れ
る
諸
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
未
だ
失
敗
の
根
本
的

要
因
と
は
言
へ
な
い
。
前
述
の
ご
と
〈
製
糖
工
業
存
立
の
条
件
は
、
甜
菜
栽
培
者
た
る
農
民
と
、
製
糖
工
業
で
あ
る
ヱ
業
部
門
の
理
解
な
〈
し
て
は
論
ず
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
殊
に
原
料
甜
菜
根
生
産
関
係
の
分
析
は
こ
の
問
題
解
決
の
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
信
ず
る
。
し
た
が
っ
て
わ
た
く
し
は
ま
ず
当
時
に
於
け
る
北
海

道
農
業
の
様
相
に
つ
い
て
ニ
・
コ
一
の
点
を
考
察
す
る
。

開
拓
使
事
業
報
告
書
に
よ
る
と
官
蛍
紋
鐙
製
糖
所
、
後
の
絞
鐙
製
糖
株
式
会
社
の
所
在
、
有
珠
郡
伊
達
の
開
拓
は
北
海
道
第
一
の
開
墾
成
功
地
の
名
戸
を
博
し

て
い
た
と
あ
る
が
当
時
に
於
け
る
移
住
者
の
多
く
は
士
族
で
あ
り
、
開
墾
及
び
農
耕
の
技
術
甚
だ
拙
劣
で
欝
林
叉
多
く
開
墾
容
易
な
ら
ず
、
官
の
扶
助
を
受
け
て

辛
う
じ
て
糊
口
を
し
の
ぐ
状
態
で
あ
っ
た
。

今
、
有
珠
郡
に
於
け
る
農
業
状
況
に
関
す
る
二
、
三
の
調
査
を
掲
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

産

(

明

治

一

九

年

長

事

統

計

よ

り

)

生

統

計

第

九

褒
(
そ
の
一
一
)

作

物

よア
ト4

考

作

物

名

米

大

麦

AI  
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小

4

2
一一六・

裸

六

OO--

蕎

二

、

実

0

・

大

ニ

、

ニ

元

・

小

一

、

吉

一

手

粟

一

、

喜

一

九

・

黍

塁

=

=

・

稗

八

一

手

菜

豆

一

六

0

・

現

一

足

一

六

・

豆豆麦麦表

(
そ
の
二
)

所

有

広

狭

別

一

町

歩

以

下

一
一
円
以
上
三
町
未
満

三
町

l
五
町
未
満

五
l

r
一
O
町
未
満

一
O
l二
O
町
未
満

二

O
町

以

上

計
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(
そ
の
三
)

種甜

菜

大

豆
小

豆

白

豆
小

麦

大

麦
童

苔

蕎

麦

馬

鈴

薯

玉
担
割
黍
そ
の
他

藍備

考

目

甜

菜

耕

作

農

島

某

一

佐

藤

某

反

友

穴・

0

豆.。

図

・

c

=

一

・

c

一0・0

一0・0

一一・
0

7

0

一・
0

一.。

=一・
0

四・。

一一・
0

ニ・豆

一一・
0

ニ.。

子
。

墾

目

国

島

某

佐

J
臥

l
配
|
一

家

の

概

況

鍬鍬馬主裂

一一一一

一一一一一

国

種

北
海
道
庁
勧
業
月
報

こ
れ
ら
の
表
を
見
る
と
聞
な
ご
と
〈
、
全
道
と
し
て
は
新
墾
作
物
た
る
蕎
麦
が
最
大
面
積
を
占
め
、
次
い
で
食
糧
作
物
た
る
馬
鈴
樹
君
、
大
豆
、
米
が
多
か
っ
た

が
、
有
珠
郡
で
は
販
売
作
物
た
る
小
豆
及
び
甜
菜
の
反
別
が
多
い
の
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
o
プ
ラ
ウ
、
ハ
ロ

1
等
も
用
い
ら
れ
た
が
未
だ
少
な
く
、
一
戸
当
り
(註
8
v

耕
作
面
積
も
少
な
か
っ
た
。
自
然
の
豊
度
は
高
か
っ
た
が
、
某
の
維
持
は
図
ら
れ
な
か
っ
た
o
石
狩
国
空
知
岩
見
沢
農
事
調
査
に
あ
ら
は
れ
た
当
時
の
状
況
は
、

「
多
く
は
入
力
を
も
っ
て
再
墾
整
理
を
為
し
、
構
種
の
ご
と
き
は
婦
女
の
手
を
も
っ
て
し
、
除
草
は
大
概
二
回
、
土
寄
は
一
回
、
間
切
は
競
菜
類
め
外
行
う
も
の

な
く
、
肥
批
判
は
一
切
之
を
給
せ
ず
、
故
に
近
年
地
力
大
い
に
滅
耗
し
、
今
後
一
一
向
年
に
は
非
常
に
荒
土
に
帰
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
な
き
に
あ
ら
ず
:
:
:
叉
収
種
精

扇

鎌唐平農再

計

一・主了。
一ニ一・
0

有
珠
郡
西
紋
鐙
村
に
於
げ
る
甜
菜
耕
作
農
家
の
経
信
概
況

両
家
と
も
中
も
し
く
は
上
層
農
と
見
倣
さ
る
。

明
治
二

O
年

2
2
・0

2 

九



ニ
O

選
と
も
じ
従
来
普
通
の
方
法
に
よ
る
。
し
か
れ
ど
も
間
々
一
丹
墾
一
頭
曳
プ
ラ
ウ
及
び
ハ
ロ
ー
を
使
用
す
る
も
の
あ
り
」
と
は
そ
の
状
況
の
一
証
で
あ
る
o

こ
の
ご
と
き
低
級
な
生
産
構
造
、
農
民
的
性
格
、
農
業
技
術
の
結
果
は
農
家
経
済
を
し
て
貧
農
の
挟
を
脱
し
得
し
め
ず
、
そ
の
後
の
小
作
制
度
と
相
候
っ
て
農

業
的
発
展
よ
り
は
、
む
し
ろ
兼
業
へ
重
点
を
移
行
し
た
の
で
ゐ
る
o

こ
の
よ
う
な
農
業
事
情
に
加
へ
特
に
甜
菜
は
第
十
表
の
ご
と
く
収
議
低
〈
他
作
物
に
比
L
不

の
奉
仕
に
期
待
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
o
し
か
し
も
と
よ
り
糖
業
資
本
は

一
個
の
企
業
で
あ
り
、
独
立
採
算
制
の
確
立
に
よ
る
企
業
の
発
展
と
、
一
方

運
搬
性
の
低
い
原
料
甜
菜
根
の
出
荷
を
考
慮
し
、
当
初
原
料
開
菜
栽
培
適
地

を
十
勝
支
庁
に
限
定
し
、
旦
つ
工
場
を
中
心
と
す
る
狭
い
地
域
に
集
中
栽
培

を
な
す
計
画
を
し
た
。
両
工
場
は
共
に
競
っ
て
専
用
軌
道
の
敷
設
さ
へ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
の
甜
菜
試
作
は
、
小
面
積
の
も
の
で
あ
っ
て
製
糖

原
料
供
給
の
大
栽
培
と
な
っ
て
種
々
な
困
難
が
起
円
た
o
そ
の
主
な
も
の
は
、
十
勝
国
は
広
い
畑
地
帯
で
ゐ
る
が
、
大
部
分
は
地
味
脅
薄
な
火
山
灰
地
で
φ

め
る
こ

と
で
あ
る
o
-沖
積
土
で
は
相
当
の
成
績
を
や
め
げ
た
が
、
洪
積
火
山
灰
地
(
高
台
)
で
は
成
績
は
甚
だ
不
良
で
あ
っ
た
。

こ
の
ご
と
き
条
件
の
下
で
は
二
工
場
に
於
け
る
所
要
原
料
蒐
集
は
到
底
不
可
能
と
な
り
、
大
正

-
O年
北
海
道
製
糖
会
社
は
夙
〈
も
北
見
交
庁
に
、
日
本
甜
菜

製
糖
会
社
は
上
川
支
庁
の
一
部
に
進
出
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
o

か
く
て
企
業
創
始
に
於
け
る
両
者
は
共
に
社
業
振
は
ず
、
臼
本
甜
菜
製
糖
株
式
会
社
は
大
正
一
二
年
六
月
明
治
製
糟
株
式
会
社
に
合
併
し
、
一
方
北
海
道
製
糖

株
式
会
社
も
資
本
金
を
削
減
し
、
辛
う
じ
て
事
業
を
継
続
す
る
の
非
還
に
為
っ
た
。

第

十

摸

各

種

作

物

反

当

粗

生

産

額

一

-

反

当

組

一

也

君

一

作

物

名

一

生

陛

翻

一

備

一

一

円

H
U
厘

一
大
豆
一
手
完
・
豆
久
松
義
典
署
北
海
道
新
策
明
治
三
年

小
一
旦
一

E

・主
-
Z

北
海
道
庁
勧
業
統
計

小
麦
一
六
・
一
ニ
え
甜
菜
価
格
一
、

8
0一
一
貰
三
円

裸

麦

一

E

・四六・
0

亜
麻
一
七
・
=
一
回
・
穴

馬
鈴
薯
一
八
・
完
-
h〕

甜
葉
一
四
・
八
=
一
ム
一

大
麻
一
九
・
主
・
九

考(

利
な
た
め
そ
の
発
展
を
阻
害
さ
れ
た
o

後
期
に
於
け
る
足
跡
と
問
題

後
期
の
そ
れ
は
北
海
道
農
業
の
質
的
転
換
に
よ
る
新
た
な
発
展
方
向
を
甜

菜
の
導
入
に
よ
っ
て
見
出
し
、
も
っ
て
合
理
的
な
科
学
的
北
方
農
業
経
笛
の

展
開
を
想
像
し
六
所
の
積
極
的
農
業
政
策
で
あ
り
、
甜
菜
の
栽
培
奨
励
、
普

2 
及
の
理
念
は
明
治
時
代
の
ご
と
〈
農
業
経
蛍
を
軽
視
し
た
単
な
る
栽
培
農
家



こ
の
間
に
お
い
て
北
海
道
庁
は
甜
菜
糖
業
が
、
北
海
道
農
業
の
将
来
に
寄
与
す
る
こ
と
の
大
な
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
一
方
、
甜
菜
糖
業
の
危
機
を
慮
る
や
従

来
糖
業
資
本
の
単
独
奨
励
の
み
に
委
す
あ
た
ば
ざ
る
を
知
り
、
こ
こ
に
北
海
道
拓
殖
計
画
を
も
っ
て
す
る
官
の
積
極
的
な
奨
励
助
成
政
策
が
と
ら
れ
る
に
到
っ

た
(
第
二
表
参
環
)

o

す
な
は
ち
北
海
道
庁
は
大
正
一
一
年
度
よ
り
北
海
道
農
事
試
験
場
に
於
け
る
明
治
三
九
年
度
以
降
続
行
の
館
業
試
験
及
び
調
査
を
拡
張
し

大
正
一
一
年
度
に
は
斯
業
奨
励
事
務
を
主
管
ぜ
し
め
る
た
め
糖
務
課
を
新
設
し
、
北
、
毎
道
農
業
経
蛍
の
改
善
及
び
砂
精
自
給
問
題
の
解
決
に
乗
り
出
し
た
o
ナ
な

-

f

は
も
甜
菜
耕
作
補
助
規
定
を
制
定
し
、
甜
菜
種
子
、
肥
料
、
畜
午
、
の
購
入
費
を
補
助
し
病
虫
害
の
駆
除
を
督
励
し
、
又
は
採
橿
闘
の
経
営
を
助
成
す
る
な
ど
、

F

註
O

)

こ
れ
が
保
護
奨
励
計
画
を
樹
立
し
て
鋭
意
そ
の
達
成
に
努
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。

而
し
て
北
海
道
第
二
期
拓
殖
計
画
に
於
け
る
甜
菜
は
、
昭
和
四
年
頃
に
於
け
る
輸
出
作
物
の
好
景
に
刺
戟
さ
れ
、
農
家
の
中
に
は
こ
れ
に
転
換
す
る
も
の
が
生

じ
、
一
時
減
反
の
傾
向
を
見
た
が
、
こ
れ
を
除
い
て
は
、
そ
の
後
の
冷
害
凶
作
と
世
界
的
農
業
恐
慌
下
に
於
い
て
は
寧
ろ
安
定
作
物
或
は
経
済
作
物
と
の
名
の
も

と
に
次
第
に
軌
道
に
乗
り
、
ム
7

や
甜
菜
栽
培
は
工
場
の
位
置
な
ど
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
殆
ん
ど
全
道
に
普
及
し
た
o
帯
広
、
清
水
両
工
場
の
産
糖
も
次
第
に

増
加
し
て
、
両
工
場
の
合
計
三

O
万
担
を
趨
へ
、
昭
和
八
年
に
は
五

O
万
担
令
一
突
破
し
た
。
勿
論
台
湾
や
南
方
の
甘
笹
川
糖
と
の
対
抗
は
困
難
に
し
て
、
両
者
辛
う

じ
て
経
営
を
持
続
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
冷
害
凶
作
、
世
界
不
景
は
逆
っ
て
北
海
道
甜
菜
工
場
の
増
設
機
還
す
ら
促
し
、
昭
和
一

O
年
に
は
釧
路
の
磯
分

内
に
北
海
道
製
糖
工
場
が
、
一
方
明
治
製
糖
は
天
塩
の
士
別
に
夫
々
一
工
場
を
増
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
更
に
明
治
製
糖
会
社
は
王
子
製
紙
と
協
力
し
て
別
に

樺
太
に
一
工
場
を
増
設
す
る
こ
と

L
L
、
こ
れ
ら
三
工
場
は
翌
一
一
年
竣
工
と
共
に
操
業
を
開
始
し
た
。
か
く
て
北
海
道
に
於
け
る
第
二
次
甜
菜
糖
業
は
、
反
収

歩
止
り
、
共
に
欧
米
の
そ
れ
に
比
一
扇
一
す
る
程
に
な
り
、
昭
和
一
一
一
一
年
に
は
産
糖
七

O
万
担
に
垂
々
と
す
る
盛
況
を
呈
し
斯
業
を
べ
し
て
一
応
の
安
定
段
階
に
の
せ
た

感
が
あ
り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
を
境
と
し
て
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
た
o
か
L

る
傾
向
に
対
し
北
海
道
庁
は
、
特
に
事
斐

勃
発
以
来
農
業
生
産
力
拡
充
の
立
場
か
ら
農
業
経
蛍
の
合
理
化
と
密
接
不
可
分
の
も
の
と
し
て
甜
菜
を
計
画
割
当
作
物
に
編
入
、
次
第
に
漸
減
し
て
い
た
補
助
金

を
再
び
増
額
し
奨
励
を
強
化
し
た
の
で
必
め
っ
た
が
、
以
来
年
と
共
に
衰
退
著
し
〈
第
一
表
に
見
ら
れ
た
ご
と
き
状
況
を
呈
し
た
の
で
あ
る
o

暴
に
わ
た
く
し
は
、
前
期
に
於
け
る
甜
菜
糖
業
の
失
敗
の
跡
を
究
め
、
甜
菜
耕
作
上
の
矛
盾
が
製
糖
経
営
を
制
約
し
且
つ
行
き
詰
ら
し
め
た
根
本
的
要
因
で
あ

っ
た
こ
と
を
述
.
べ
た
が
、
後
期
に
於
け
る
凋
落
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
根
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
寸
る
こ
と
が
出
来
る
(
詳
し
〈
は
拙
著
甜
菜
及
甜

確
か
に
甜
菜
の
持
つ
集
約
性
は
、
他
作
物
と
の
良
好
な
輪
作
、
畑
の
清
掃
、
整
地
の
関
係
上
或
は
甜
菜
に
続
〈
他
作
物
の
増
収
と
土
壊
全
般
の

菜
糖
業
参
照
)
。



改
善
を
保
証
し
得
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
技
術
的
に
考
察
す
る
限
力
論
議
の
余
地
が
な
い
。
そ
れ
故
に
各
国
政
府
が
凡
ゆ
る
保
護
を
惜
し
ま
ず
こ
の
栽
培
を
遂
行
し

て
レ
る
が
、
北
海
道
の
今
日
こ
れ
ま
で
に
行
は
れ
て
来
た
よ
う
な
甜
菜
奨
励
を
も
っ
て
、
北
海
道
農
業
の
質
的
改
善
と
か
棄
の
合
理
的
科
学
的
農
業
の
確
立
と
云

号
革
新
的
使
命
を
果
ザ
も
の
で
あ
る
と
考
う
な
ら
ば
そ
れ
は
当
ら
な
い
。
か
L
る
指
導
が
行
は
れ
る
限
り
北
海
道
の
甜
菜
栽
培
及
び
甜
菜
糖
業
は
不
安
定
で
あ

る

註
ー
註
2
註
3
註

4
註
5
註
6
註
7
註
8
註
9

荒
叉
操
著
「
北
海
道
農
業
の
研
究
」
所
収

間

同

一

0
0頁

同

同

一

O
二
頁

北
海
道
庁
内
務
部
「
北
海
道
の
拓
殖
と
甜
菜
糖
」
J

ハ
0
1六
一
頁

同

同

六

一

二

一

員

拙
著
「
甜
菜
及
甜
菜
製
絡
」
昭
和
二
五
年
所
収
、
北
海
道
製
糖
株
式
会
社
設
立
趣
意
書
参
照

北

海

道

庁

内

務

部

「

前

掲

書

」

七

一

頁

札
幌
製
糖
株
式
会
社
報
告

新
撰
北
海
道
史
第
六
巻

拙
著
「
前
掲
養
」

五
O

五
六
頁

九
O
一ニ
1
1
四
頁

七
六
頁

一
二
、
甜
菜
栽
培
立
地
の
経
済
的
考
察

農
業
に
於
け
る
作
物
選
摂
は
、
そ
れ
自
体
個
別
作
物
の
経
営
目
標
へ
の
完
全
な
る
寄
与
、
言
い
か
へ
る
な
ら
ば
最
高
の
地
代
収
得
の
み
に
期
待
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
。

経
治
口
に
お
い
て
個
別
作
物
が
担
は
し
め
ら
れ
て
い
る
役
割
は
言
う
ま
で
も
な
く
第
一
に
純
収
益
で
あ
る
が
、
第
二
に
は
有
機
的
生
産
で
ゐ
る
限
り
、
他
の
経
蛍

諸
要
素
と
様
々
な
補
完
関
係
色
。
E
1
0
E
B
Z
3
2
E
U口
)
を
も
っ
て
経
蛍
に
参
割
劃
す
る
場
合
が
砂
く
な
い
。
単
に
手
段
と
し
て
の
地
位
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い

作
物
も
、
そ
の
立
地
に
関
し
て
極
め
て
多
様
な
現
象
を
示
ナ
の
は
蓋
し
一
九
り
に
は
か
L
る
理
由
に
外
な
ら
な
い
。



以
下
本
道
の
畑
作
農
業
に
と
っ
て
従
来
最
も
重
大
な
補
完
関
係
ゐ
り
と

L
て
撫
育
唱
導
さ
れ
て
来
た
甜
菜
に
関
し
て
、
そ
の
立
地
と
こ
れ
に
関
聯
す
る
諸
要
因

と
の
聞
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
。

こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
第
一
一
陵
聞
の
地
核
性
と
耕
作
農
家
群
に
つ
い
て
、
第
二
れ
そ
ら
地
域
及
び
経
営
群
に
於
け
る
導
入
現
象
を
貰
〈
経
営
的
諮
論
拠
に

つ
い
て
で
あ
る
。

凡
そ
農
業
現
象
の
分
布
は
、
そ
れ
が
最
も
好
ま
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
最
も
密
に
し
て
、
或
る
条
件
に
欠
く
る
従
っ
て
粗
と
な
り
漸
次
消
失
し
て
遂
に

非
分
布
地
援
に
到
る
。
甜
菜
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
同
様
で
あ
る
o

今
昭
和
二
六
年
(
最
近
に
於
け
る
標
準
的
年
次
)
度
に
於
け
る
甜
菜
の
分
布
状
況
を
み
る
と

網
走
・
十
勝
管
内
に
六

O
%の
集
中
を
見
、
次
い
で
上
川
・
空
知
・
釧
路
・
後
志
地
帯
に
、
桧
山
・
渡
島
・
宗
谷
・
根
室
地
域
は
そ
の
密
度
最
も
低
〈
末
積
地
賠
償

と
な
っ
て
い
る
(
第
十
表
参
照
)

o

し
か
し
て
各
地
帯
の
耕
作
単
位
は
笈
小
で
あ
り
、
此
の
種
作
物
の
運
搬
能
性
の
低
い
こ
と
L
、
そ
れ
自
体
自
然
及
び
社
会

の
発
展
段
階
に
確
定
せ
る
要
求
を
お
〈
こ
と
か
ら
、
前
、
埼
の
ご
と
〈
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
集
中
、
漸
移
、
末
梢
地
帯
等
と
分
類
し
難
い
o
但
し
概
括
的
に
言

い
得
る
こ
と
は
畑
作
中
核
地
帯
に
多
〈
、
水
回
化
率
及
び
兼
業
化
率
の
高
い
地
域
及
び
農
家
群
に
対
十
る
諺
透
が
稀
薄
で
あ
る
o
叉
こ
の
種
作
物
の
運
搬
性
が
著

L
〈
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
そ
の
分
布
は
極
め
て
制
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
関
係
を
一
部
ナ
と
第
十
一
、
十
一
一
、
十
三
表
の
如
〈
で
あ
る
。
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第
十
一
表
水
固
化
率
と
甜
菜
作
付
密
度
と
の
関
係

一
水
田
化
率
一
一
O
%
以
下
一
一
o
j
z
o一
一
一
o
t豆
一
室
、
喜
一
E
C
%
以
上
一

一
甜
菜
耕
作
密
度
一
一
一
入
=
一
一
一
一
一
・
豆
ユ

-E一
一
-
一
一
o一
一
-
一
六
一

昭
和
二
十
六
年
度
甜
菜
耕
作
一
入
二
町
村
の
集
計
に
よ
る
o

備
考

第
十
二
表
兼
業
化
率
と
甜
菜
耕
作
農
家
率
と
の
関
係

瓦
劃
ι¥
劃コ?引一一
U
Z〕
u
r一
六
O
%
t

以判一

一

1
2
2
J
2
w

一
1?-Elw炉
i
z
m一

備
考
昭
和
二
十
六
年
度
程
菜
耕
作
一
八
二
ケ
町
村
の
集
計
に
よ
る
。

第

十

一

ニ

表

市

場

距

離

別

作

付

面

積

割

合

一

匹

附

則

一

z
i
f満
i

プ
目

l
i
-
-吾
・

一

五

百

上

一

一川崎一一同
EM
一三竺
i
L一同
ιー「い一一一一一三

備
考
五
星
以
上
の
中
に
は
中
間
受
入
場
を
除
〈
最
寄
町
駅
ま
で
ど
、
実
際
は
五
里

以
上
は
殆
ん
ど
な
い
。

二
四

そ
れ
ら
の
地
域
及
び
経
営
群
に
甜
菜
が
導
入
さ
れ
て
い
る

経
蛍
的
諸
論
拠
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
、
展
開
を
規
制
し
て
い
る

水
田
化
率
と
の
関
係
は
、
第
一
に
甜
菜
を
導
入
し
、
生
産
の
為
に

追
加
投
資
止
を
し
た
と
し
て
も
稲
作
の
持
つ
戦
後
の
経
済
性
と
対
比

2 
し
て
そ
の
収
益
に
貢
献
し
な
い
。
第
二
は
労
力
分
配
上
の
競
合
そ

の
他
技
術
的
発
展
の
跨
行
性
を
稲
作
地
帯
に
多
〈
認
む
。
兼
業
化

が
甜
菜
導
入
を
阻
止
ナ
る
要
因
は
多
労
甜
菜
作
に
於
け
る
労
産
力

が
極
め
て
低
く
、
兼
業
的
造
家
の
経
済
的
条
件
の
下
で
は
兼
業
労

賃
と
の
競
合
に
お
い
て
優
れ
ず
、
例
へ
そ
れ
が
補
償
さ
れ
た
と
し

て
も
多
く
の
場
合
余
剰
を
生
じ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
は
ピ
土

い
ぢ
り
り
止
ま
る
c
運
搬
距
離
と
作
付
の
分
布
に
関
し
て
は
今
夏

論
ず
る
を
避
け
る
。
こ
こ
で
は
よ
表
の
ご
と
く
栽
培
面
積
の
八
七

%
が
搬
出
距
離
一
二
塁
未
満
に
存
在
か
る
事
実
を
指
摘
す
る
に
止
ま

る。

次
に
具
体
的
実
践
的
問
題
へ
の
接
近
で
あ
る
o

す
な
は
ち
甜
菜
が
経
営
に
お
い
て
担
は
し
め
ら
れ
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
考
究
す
る
。

第
一
は
経
営
手
段
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
甜
菜
は
純
収
益
に
対
し
て
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
か
、
言
い
か
へ
る
な
ら
ば
生
産
費
を
如
何
よ
う
に
償
う
か
で

お
る
。
今
昭
和
二
六
年
度
甜
菜
栽
培
に
於
け
る
経
済
的
限
界
を
農
林
省
生
産
質
調
査
報
告
に
よ
っ
て
考
察
す
る
に
、
平
均
生
産
費
は
入
、
O
八
六
円
で
あ
り
、
原

料
一
、

0
0
0斤
当
支
払
価
絡
二
、
七
六
五
円
七
O
銭
(
奨
励
金
、
助
成
金
を
含
む
)
を
前
提
す
る
時
は
、
反
当
生
産
一
一
、
九
二
一
二
斤
と
判
定
す
る
こ
と
が
出
来

る
o

か
〈
て
流
通
過
程
に
お
い
て
収
支
償
う
生
産
は
耕
作
町
村
中
四
O
%
、
耕
作
農
家
に
お
い
て
三
一
一
%
で
あ
り
、
他
は
第
一
目
標
に
お
い
て
殆
ん
ど
充
た
さ
れ

ざ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
o
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甜
菜
と
馬
鈴
薯
の
生
産
費
調
資

一

生

産

額

一

生

産

費

一

差

引

一

円

一

、

円

一

円

甜
菜
一
八
、
芸
一
八
一
.
省
、
八
六
一
一
六
六
七

馬
鈴
薯
ハ
一
般
)
一
一
君
、
O
百
九
一
昔
、
里
一
一
一
宅
宍
七

同
ハ
種
子
用
)
一
ニ
一
、
一
芸
一
一
二
三
ニ
一
一
。
、
一
=
一
O

昭
和
ニ
六
年
農
林
省
農
産
物
生
産
費
調
査
ハ
北
海
道
)

生
産
費
は
地
代
、
資
木
利
子
、
租
税
公
課
を
含
ま
ず

第
十
図
表

第
二
は
経
営
要
素
利
用
経
済
の
問
題
で
あ
る
。
ず
な
は
ち
甜
菜
栽
培
に
必
要
と
す

醐
る
資
本
・
労
力
の
増
加
分
は
同
時
に
他
の
作
物
に
対
し
如
何
上
う
な
生
産
力
に
機
能

農
成
す
る
か
、
こ
こ
で
は
輪
作
上
二
於
け
る
向
積
作
物
す
な
は
ち
根
菜
作
で
あ
る
馬
鈴
薯

省

作

}

献
同
ん
を
と
り
若
干
の
比
較
考
察
を
し
て
み
る
ο
前
掲
生
産
費
調
査
に
依
る
と
第
二
図
の
如

度
査
く
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
甜
菜
の
集
約
度
は
馬
鈴
薯
の
そ
れ
に
比
し
漬
か
に
高
い

年
読
ぉ
費
が
、
そ
の
純
収
益
に
関
し
て
ま
到
底
馬
鈴
薯
こ
及
び
得
ず
、
更
に
北
海
道
に
於
い
て

和
選

l

，

l

昭
生
略
相
似
の
面
積
を
持
つ
種
子
馬
鈴
薯
と
の
対
比
に
お
い
て
は
著
し
い
腐
り
を
持
つ
(

鮮

か

く

て

第

一

の

意

義

に

お

け

る

甜

菜

栽

培

の

経

営

目

標

へ

の

寄

第
十
四
表
参
照
)
、

与
は
極
め
て
脆
弱
と
な
る
。

第
二
は
補
充
関
係
で
為
る
。

副
産
物
と
他
与
の
補
充

ル、
の

甜
菜
の
経
蛍
に
お
け
る
補
充
関
係
は
絶
対
飼
料
の
結
合
生
産
に
も
と
ず
〈
有
畜
経
営

へ
の
推
進
で
あ
る
。
北
海
道
に
於
け
る
第
二
次
甜
菜
糖
業
の
成
立
は
実
に
乳
牛
と
結

合
し
た
合
理
的
集
約
経
蛍
の
確
立
に
あ
っ
た
。
事
実
原
判
明
生
産
に
附
随
ナ
る
副
産
物

茎
葉
註
に
製
糖
残
浮
パ
ル
プ
が
飼
料
と
し
て
有
畜
化
に
貢
献
し
、
叉
そ
の
排
粧
す
る

糞
尿
は
再
び
生
産
力
に
機
能
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
認
め
ら
れ
て
ふ
る
が
、
今
日
の

平
均
反
収
の
下
で
は
そ
の
経
済
性
は
見
出
し
得
な
い
。
ナ
な
は
も
今
日
甜
菜
の
産
出

す
る
茎
葉
は
平
均
反
収
四
六
六
・
九
比
、
飼
料
換
算
単
位
一

O
四
単
位
に
ザ
ぎ
ず
そ
の
交
換
価
値
は
一
、
五

O
O円
を
出
て
な
い
(
昭
和
二
六
年
)
。
叉
こ
れ
は

泌
乳
能
力
二

O
石
の
乳
牛
に
対
し
て
一

O
目
、
乾
固
牛
・
成
馬
に
於
い
て
約
二

O
日
の
濃
厚
飼
料
と
な
る
。
而
し
て
こ
れ
を
前
述
の
馬
鈴
薯
の
経
済
と
対
比
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
点
に
お
け
る
補
充
関
係
に
お
い
て
も
そ
の
導
入
は
経
済
的
合
理
性
に
反
し
て
い
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

備
考

二
五



一六

そ
の

輪
作
に
於
け
る
地
力
総
持

輪
作
を
通
ず
る
地
力
維
持
の
問
題
は
、
こ
の
種
作
物
導
入
の
重
大
な
契
機
と
な
っ
た
。
蓋
し
甜
菜
は
他
の
作
物
に
比
し
そ
の
要
求
す
る
集
'
約
度
は
高
く
、
そ
の

収
益
性
を
維
持
す
る
た
め
に
必
然
的
に
要
求
さ
れ
る
深
耕
、
多
肥
、
多
労
は
そ
れ
自
体
の
経
済
性
に
論
究
せ
ざ
る
限
り
地
力
維
持
及
び
跡
作
に
好
結
果
を
も
た
ら

す
こ
と
は
改
め
て
説
述
す
る
ま
で
も
な
い
。

そ
の

労
力
分
配
と
自
家
労
働
収
入
の
増
大

労
働
力
へ
の
要
求
は
稲
作
に
次
い
で
多
く
、
叉
生
育
期
間
も
長
い
。
甜
菜
労
働
の
特
質
は
分
臨
時
期
の
収
量
に
及
ぼ
す
影
響
極
め
て
大
き
く
、
且
他
作
物
と
の

問
時
要
請
が
行
は
れ
る
o
し
た
が
っ
て
甜
菜
へ
の
多
く
の
投
下
す
}
な
さ
ん
と
ナ
る
と
き
は
他
作
物
の
犠
肢
を
も
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
c
た
ど
前
述
し
た
ご

と
く
集
約
性
段
階
の
高
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
力
を
豊
富
に
存
す
る
経
門
誌
に
お
い
て
、
或
は
肥
沃
な
土
壌
に
お
い
て
導
入
の
意
義
を
よ
り
よ
く
認
め
得
る
で
あ

ろ
う
。そ
の
四

自
然
的
災
害
及
び
経
済
的
安
動
と
の
関
係

前
者
は
従
来
に
お
け
る
豊
凶
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
聞
か
な
ご
と
〈
、
北
海
道
農
作
物
中
最
も
安
定
し
て
い
る
こ
と
、
後
者
は
特
約
作
と
し
て
作
付
以
前
に

価
路
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
お
い
て
ど
為
る
o

商
品
化
率
高
く
、
世
界
市
場
に
比
較
的
密
に
繋
る
北
海
道
畑
作
地
帯
に
お
い
て
こ
れ
が
意
義
を
認
め
ら
れ
る
の
は

特
に
自
由
経
済
下
に
お
レ
て
ど
あ
る
。

以
上
甜
菜
作
展
開
の
諸
現
象
を
跡
ず
け
得
る
理
論
的
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
す
な
は
ち
第
一
経
営
手
段
と
し
て
は
比
較
生
産
費
の
問
題
に
、
第
こ
に
は
補

完
関
係
に
つ
い
て
ど
あ
っ
た
。
後
者
は
更
に
経
営
に
於
け
る
内
部
循
環
を
通
じ
て
の
生
産
力
へ
の
機
能
を
明
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
(
経
済
的
に
も
そ
の
隔
り
大

で
あ
る
た
め
絃
で
は
省
略
し
た
)
そ
の
結
果
は
経
済
的
に
考
察
す
る
限
り
、
多
く
の
場
合
北
海
道
畑
作
と
不
可
分
の
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
と
は
き
一
同
い
難
い
。
而

し
て
北
海
道
地
獄
に
分
布
し
、
そ
の
耕
作
を
保
持
し
て
い
る
現
実
は
何
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
ず
な
は
ち
そ
れ
は
後
進
植
民
地
域
に
於
け
る

資
本
主
義
参
透
展
開
の
縮
図
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
原
料
生
産
に
先
行
し
た
過
大
な
生
産
設
備
と
原
料
供
給
に
お
け
る
特
約
契
約
そ
れ
自
体
に
内
在
ナ
る
多
く
の

矛
盾
の
存
在
こ
そ
、
今
日
の
展
開
型
の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。

抑
々
、
経
蛍
集
約
化
の
限
界
は
広
義
に
於
け
る
費
用
が
組
収
益
に
よ
っ
て
恰
度
償
は
れ
る
点
で
あ
る
o

し
か
る
に
甜
菜
作
の
持
つ
集
約
性
(
深
耕
・
多
肥
・
多



労
)
に
対
し
戦
時
戦
後
は
そ
の
生
産
力
形
成
に
不
可
欠
の
労
力
及
資
材
の
暴
騰
と
供
給
不
足
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
た
め
北
海
道
農
業
は
よ
り
粗
放
な
形
態
の
作

物
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
o
例
へ
ば
一
豆
類
に
代
っ
て
麦
類
が
、
甜
菜
に
代
っ
て
馬
鈴
薯
が
増
加
し
た
。
戦
争
突
入
と
共
に
衰
退
し
た
甜
菜
栽
培
熱
に
対
L
、
北
海

道
庁
も
糖
業
家
も
い
か
に
し
て
甜
菜
栽
培
を
農
家
に
行
は
し
め
る
か
に
つ
レ
て
多
く
の
苦
慮
を
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
o
ず
か
は
ち
そ
れ
は
飽
〈
ま
で
も
長
業

経
蛍
と
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、
し
か
し
て
そ
の
奨
励
策
は
第
二
期
拓
殖
計
画
当
初
に
お
け
る
甜
菜
栽
培
の
直
接
的
収
T

へ
の
有
利
性
で
は
な
〈
、
こ
の
時
代
に

お
い
て
は
間
接
的
収
益
の
強
調
に
移
行
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
こ
の
間
接
的
収
益
の
問
題
で
あ
る
。
凡
そ
畑
作
生
産
力
拡
大
の
条
件
た
る
輪
作
は

言
う
ま
で
も
な
〈
甜
菜
不
耕
作
の
場
合
に
お
い
て
も
条
件
た
り
得
る
し
、
多
肥
栽
培
、
深
耕
等
一
連
の
経
蛍
休
暗
黙
は
、
甜
菜
の
有
無
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
レ
。
甜
菜
栽
培
及
び
こ
れ
と
関
聯
す
る
経
蛍
形
態
は
、
当
該
地
方
の
農
業
を
一
定
の
段
階
に
達
せ
し
め
た
後
に
お
い
て
は
じ
め
て
妥
当
ナ
る
o
し
た
が
っ

て
一
個
の
甜
菜
は
、
そ
の
近
代
的
特
性
か
ら
し
て
農
業
経
蛍
内
部
の
問
題
に
解
決
を
与
へ
る
一
つ
の
鍵
之
は
な
ろ
う
が
決
し
て
万
能
薬
で
は
な
い
の
で
為
る
。
特

に
北
海
道
の
風
土
は
北
欧
に
比
し
何
ら
遜
色
な
レ
と
一
玄
は
れ
て
来
た
が
第
十
五
表
の
ご
と
く
四
、
五
月
に
お
け
る
気
温
は
欧
州
に
比
L
播
箇
期
を
一
ヶ
月
、
遅
延
せ

し
め
、
七
、
八
月
に
於
け
る
気
温
及
雨
量
と
関
聯
す
る
病
害
虫
就
中
褐
班
病
の
被
害
と
合
せ
、
気
象
条
件
の
み
で
収
量
に
お
い
て
三
二
%
、
糖
分
に
於
い
て
入
%

の
滅
収
と
考
え
ら
れ
る
o

叉
地
力
に
匂
い
て
も
北
海
道
は
欧
米
に
比
し
甚
だ
低
い
。
例
へ
ば
無
肥
料
の
場
合
収
量
割
合
を
一

O
O
と
す
る
一
ニ
要
素
区
の
収
量
割
合

は
日
本
一
九
四
を
一
双
ナ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
一
二
回
、
独
逸
一
一
一
一
四
を
一
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
て
甜
菜
導
入
の
前
提
は
一
層
費
用
の
低
廉
な
る
こ
と
、
地
力
に

お
い
て
確
定
し
た
地
域
を
必
要
と
ナ
る
。

第
十
近
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国北英北独

名

R
同
間
同
財
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宅
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坦
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" 

海

道国米逸
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七
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Ltl

世
界
産
糖
界
の
著
し
き
復
興
と
、
日
本
の
国
際
経
済
の
平
時
へ
の
復
帰
は
第
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
表
が
明
確
に
し
て
い
る
ご
と
く
日
本
甜
菜
の
将
来
に

多
く
の
問
題
と
困
難
性
を
予
想
叶
し
め
て
い
る
。

砂
糖
供
給
の
安
定
化
と
北
方
農
業
確
立
と
一
言
う
二
面
的
役
割
を
甜
菜
に
よ
っ
て
担
は
せ
し
め
よ
う
と
す
る
に
は
先
ず
こ
れ
が
発
展
の
基
礎
を
作
る
こ
と
か
ら
始

め
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
は
高
位
生
産
地
の
生
産
力
増
強
策
で
あ
り
、

第
二
は
低
位
生
産
地
の
条
件
整
備
で
あ
る
。

国

内

消

せ甜

(
昭
和
二
十
八
年
四
月
)

附
言

本
稿
は
昭
和
二
七
年
文
部
省
科
学
研
究
総
合
研
究
費
の
援
助
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
渡
辺
先
生
と
の
共
同
研
究
「
甜
菜
の
経
蛍
学
的
研
究
」
中
の
序
論

と
も
云
う
べ
き
部
分
で
、
そ
の
大
要
は
昭
和
二
八
年
四
月
三
日
日
本
農
業
経
済
学
会
に
於
レ
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

導
入
展
開
の
史
的
考
察
、
展
開
過
程
に
於
け
る
諸
資
料
は
拙
著
「
甜
菜
及
甜
菜
糖
業
」
昭
和
二
五
年
三
月
北
海
道
開
発
資
料
第
十
四
号
参
照

註


